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日常生活の中で簡便に自身の疲労度・ストレスレベルを可視化し
リアルタイムで感覚刺激を通じた解決を行うアプリ「me-fullness」による

働く女性の疲労・ストレス緩和ソリューションの実証事業

株式会社ポーラ・オルビスホールディングス
ポーラ化成工業株式会社

プレゼンター
プレゼンテーションのノート
ポーラ・オルビスホールディングス　me-fullnessプロジェクトです。
よろしくお願いいたします。



本実証事業_概要

©2021 ポーラ化成工業

解決したい課題： ストレス・疲労により自身の能力を十分に発揮できない

徳島市の働く女性を対象に、me-fullness の効果検証

プレゼンター
プレゼンテーションのノート
まず、本実証事業の概要から振り返りたいと思います。
本me-fullnessプロジェクトは、ストレス・疲労により自身の能力を十分に発揮できない
という課題を解決するために始まったプロジェクトです。

自身の顔や肌の動画から、自律神経の状態を分析し、疲労・ストレス状態を可視化する技術
その結果に応じて、最適な五感刺激で、自身の「なりたい状態」へ導く技術
この2つのコア技術をベースに、me-fullnessプロジェクトの第一弾としてスマホアプリを開発しました。

疲労・ストレス課題は性別問わず大きな問題ではありますが、
仕事、家事、育児などのマルチタスク、さらにPMSなど女性特有の課題に追われる女性は
男性よりも課題感が大きく、実際の調査でも女性の方が男性よりも
課題意識が大きいことが明らかとなっています。

★　そこで、「女性活躍」が推進されるこの現代社会で、頑張る女性をサポートしたいという想いから
「女性活躍推進」に注力し、実際に多くの女性が活躍している徳島市、
及び徳島市の女性経営者の集いである「阿波女あきんど塾」と連携し
me-fullnessアプリの効果検証を実施することとしました。



試験概要（実施内容）

【試験対象者】
ストレスや疲労を感じている20-50代の働く女性
【被験者数】
約60名
【試験デザイン】
介入試験（「me-fullness」を約1ヶ月間、使用したときの効果を検証）
【評価項目】
抗疲労学会ガイドラインで示されている疲労評価方法を参考に設定
【試験実施場所】
徳島県徳島市
【試験実施期間】
2021年11月中旬～12月下旬（予定）

※試験終了後、参加者へのヒアリング実施

プレゼンター
プレゼンテーションのノート
試験概要です。
対象者は、徳島市で働く20代から50代の女性　約60名

me-fullnessアプリを約1か月間使用したときの効果を検証します。

評価項目は疲労やストレス、睡眠の状態、気持ちの状態など様々な観点で実施しますが、
科学的妥当性も考慮し、研究で用いられる評価方法や指標を用います。



当初の事業計画と進捗

2021年 9月：試験計画策定
：試験に関する倫理委員会の開催・承認取得

10月：被験者募集・スクリーニング

11月：試験開始

12月：試験終了、以降データ解析・ヒアリング

2022年 2月：本実証試験の結果まとめ・報告

完了

被験者計59名確定
（約半数は市役所職員）

プレゼンター
プレゼンテーションのノート
事業計画と進捗です。

当初の予定通り、9月までに試験計画
試験に関する倫理委員会の開催・承認を取得
10月に試験参加者の募集・スクリーニングを実施し、
最終的にスクリーニングを通過した計59名で試験を開始予定です。
参加者の約半数が市役所職員のため、一般ユーザー目線の意見に加えて、
自治体目線の意見も抽出できると期待しています。

試験参加者募集は徳島市役所、阿波女あきんど塾のみなさまにご協力いただき、
7月の相談当初から試験条件に合致する対象者数の大まかな把握
募集前の　事前の参加希望者数の把握
万が一の際のバックアップ施策など
入念な準備により予定していた参加者数を確保できたと思っています。



これまでやってきたこと（補足）

プレゼンター
プレゼンテーションのノート
少し話がずれるかもしれませんが、
試験計画・準備と並行して実施してきたのが、徳島市との連携です。

本実証事業を機に、徳島市と
働く女性の活躍推進に向けた連携協定を締結し、
9月に調印式を開催しました。

オンライン開催ではありましたが、多くのメディアの方々にご参加いただき、
テレビ、雑誌、新聞など、多くの取材をしていただいております。



事業を実施してわかってきたこと

＜実施してわかってきたこと＞
徳島市、阿波女あきんど塾、本補助事業をきっかけに

繋がった方々とのディスカッションから様々な気づきを獲得

（一部例）
➣ ユーザーがログを見れる方が、アプリの継続利用につながる
➣ オフタイムモードは入眠シーン以外のシーンにも活用可能

➣ 「働く女性」だけでなく、「産前産後ママ」にとっても
有用なアプリになる可能性がある

アプリ改修で反映中。改修版アプリで実証試験を実施予定

事業会社様と連携により検証予定

プレゼンター
プレゼンテーションのノート
実証試験はまだこれからなので、具体的な結果はまだありませんが、
本実証事業をきっかけに、徳島市や阿波女あきんど塾、そして
キックオフミーティングで繋がった多くの方々とのディスカッションを通じて、
様々な気づきを得ております。
面談等でお話させていただいた方々に、この場を借りて感謝申し上げます。

その気づきのほんの一例をご紹介しますと
ユーザーの声として
・ログを見れる方が、アプリの継続利用につながる
・オフタイムモードは入眠シーン以外でも活用できる
などの声をいただき、アプリ改修にて反映しました。
実証試験は改修版アプリで実施予定となっております。

また、採択企業様とのお話において
「働く女性」だけでなく、「産前産後ママ」にとっても有用な可能性がある
といった声をいただき、実際にこれから連携させていただきながら
検証していく予定です。



今後実施すること

2021年 11月中旬：試験開始

12月下旬：試験終了 → 以降データ解析・ヒアリング

2022年 2月：本実証試験の結果まとめ・報告

11月中旬
↓

試験前調査 試験後調査中間調査

試験期間：4週間 解析・ヒアリング・まとめ

結果報告会

12月下旬
↓

2月
↓

プレゼンター
プレゼンテーションのノート
今後と致しましては、お話した通り今月中旬から試験開始
1ヶ月間の試験終了後は結果の解析
及び参加者へのヒアリングを通じて
me-fullnessの効果検証、課題抽出をしていきます。



公式HP → Youtube →

連携・活用・取材など、お気軽にご連絡下さい → ㈱ポーラ・オルビスホールディングス 錦織
s_nishikori@po-holdings.co.jp

プレゼンター
プレゼンテーションのノート
最後になりますが、me-fullnessは
自身の顔や肌の動画から、疲労・ストレス状態を可視化する技術
最適な五感刺激で、自身の「なりたい状態」へ導く技術
の2つのコア技術を起点として、現在のアプリだけでなく
様々な形で、様々な分野や課題に対してアプローチすることで、
人々が日常の中で、心と体を満たせる世界を目指しています。

ご興味のある方、連携でも技術活用でも取材でも何でもウェルカムですので、
お気軽にご連絡下さい。
よろしくお願いいたします。
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